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消防救助技術大会の概要

一般財団法人全国消防協会では、昭和４７年から毎年、全国消防救助技術大会（以下「全

国大会」という。）を開催しています。

この全国大会は、救助技術の高度化に必要な基本的要素を練磨することを通じて、消防

救助活動に不可欠な体力、精神力、技術力を養うとともに、全国の消防救助隊員が一同に

会し、競い、学ぶことを通じて、他の模範となる消防救助隊員を育成し、全国市民の消防

に寄せる期待に力強く応えることを目的としています。

令和４年度大会日程

令和４年 ６月３０日（木） 第５０回消防救助技術秋田県大会（水上の部）

秋田県立総合プール

令和４年 ７月 ６日（水） 第５０回消防救助技術秋田県大会（陸上の部）

秋田県消防学校

令和４年 ７月２０日（水） 第５０回東北地区支部消防救助技術指導会（水上の部）

宮城県利府町

令和４年 ７月２７日（水） 第５０回東北地区支部消防救助技術指導会（陸上の部）

新潟県新潟市

令和４年 ８月２６日（金） 第５０回全国消防救助技術大会

東京都立川市

訓練種目 陸上の部

全国消防救助技術大会で行う訓練は、陸上の部と水上の部に分かれており、それぞれの

部に隊員ひとりひとりが基本的な技能を練磨する「基礎訓練」と、隊員個人の技能ととも

に隊員間の連携を練磨する「連携訓練」、さらに、使用する器材や訓練要領等を定めず出

場隊員の創意工夫のもと訓練想定から救助方法までを披露する「技術訓練」があります。

訓練の内容は次のとおりです。 （当本部実施種目）
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はしご登はん（基礎）・・・標準所要時間２４秒

自己確保の命綱を結索した後、垂直はしごを 15 メートル登はんする。災害建物への進入

等、消防活動には欠かせない訓練です。

ロープブリッジ渡過（基礎）・・・標準所要時間２８秒

水平に展張された渡過ロープ 20 メートル（往復 40 メートル）を、往路はセイラー渡過、

復路はモンキー渡過するロープ渡過の基本的な訓練です。
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ロープ応用登はん（連携）・・・標準所要時間１６秒

登はん者と補助者が２人１組で協力し、器材を使わずに塔上から垂下されたロープを 15

メートル登はんする訓練です。

ほふく救出（連携）・・・標準所要時間１分２秒

３人１組（要救助者を含む）で、１人が空気呼吸器を着装して長さ８メートルの煙道内を

検索し、要救助者を屋外に救出した後、二人で安全地点まで搬送する。ビルや地下街等で

煙に巻かれた人を救出するための訓練です。
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ロープブリッジ救出（連携）・・・標準所要時間１分１５秒

４人１組（要救助者を含む）で、２人が水平に展張された渡過ロープ（ 20 メートル）に

より対面する塔上へ進入し、要救助者を救出ロープに吊り下げてけん引して救出した後、

脱出する。要救助者を隣の建物等から進入し、救出することを想定した訓練です。
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引揚救助（連携）・・・標準所要時間２分９秒

５人１組（要救助者を含む）で２人が空気呼吸器を着装して搭上から塔下へ降下し、検索

後、要救助者を塔下へ搬送し、４人で協力して塔上へ救出した後、ロープ登はんにより脱

出する。地下やマンホール等での災害を想定した訓練です。

訓練種目 水上の部

基本泳法（基礎）・・・標準所要時間４０秒

「じゅんか飛び込み」で入水した後、常に顔が水面に出た状態で、基本的な泳法である「ぬ

き手」と「平泳ぎ」でそれぞれ２５メートルずつ泳ぐ。水難救助の基本的な泳法を習得す

るための訓練です。
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複合検索（基礎）・・・標準所要時間４０秒

マスク、スノーケル、フィンを着装し、スノーケリングで障害物（救命浮環）を突破しな

がら水中に沈められたリングを検索して、引き揚げる。水中の行方不明者の捜索を想定し

た訓練です。

第５０回消防救助技術秋田県大会（水上の部）では、複合検索の部で大森依志樹副士長

が第１位、木村匠副士長が第２位となり両名共に、宮城県で行われた第５０回東北地区支

部消防救助技術指導会（水上の部）への出場。木村副士長が第１位で東京都で行われた第

５０回全国消防救助大会へ出場しました。また第５０回消防救助技術秋田県大会（陸上の

部）では引揚救助（小舘チーム）が第２位で新潟県で行われた第５０回東北地区支部消防

救助技術指導会（陸上の部）に出場しました。


